
可能性は無限大 

平成24年度予算について 

10名の議員が質問 
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可能性は無限大 可能性は無限大 
春の高校野球香川県大会で小豆島高校野球部、初優勝！ 
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81億1,000万円 を計上 

土木費 
6億4200万 
（7.9） 町債 

10億7300万 
（13.2） 81億1,000万円 を計上 

24年度当初予算 

小豆島の元気のために、未来にむけての島づくり 小豆島の元気のために、未来にむけての島づくり 

合併後、最大規模となる  

81億1,000万円 を計上 

　
3
月
定
例
会
が
、
3
月
5
日
か
ら
23
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
、
23
年
度

各
会
計
補
正
予
算
、
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
35
議
案
と
議
員
提
出
の
発
議

1
件
等
36
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
10
名
の
議
員
が
当
面
す
る
行

政
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。
 

　
平
成
24
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
町
発
足
以
来
最

大
規
模
と
な
る
総
額
81
億

1,
0
0
0
万
円
の
予
算
を

編
成
し
、
3
年
目
を
迎
え

た
塩
田
町
政
の
「
小
豆
島

の
元
気
の
た
め
に
、
未
来

に
む
け
て
の
島
づ
く
り
」

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り

組
み
の
第
一
歩
を
示
し
ま

し
た
。
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〈主な事業内容〉 
・ヘルスケアシステム 
（テレビ電話による健康 
　相談）導入 
・配食サービスを 
　　　週1回から2回へ 
・軽度な家事支援（ゴミだし、買い物など） 
　サービスの新設 
・短時間デイサービスの実施 
・オリーブを家庭料理・学校給食に普及させる 
　取り組みの実施 
・公立病院統合に向けた体制づくり 
（病院再編推進室の設置） 

〈主な事業内容〉 
・妊婦歯科検診無料化 
・子供の一時預かり、送迎のサポート事業 
・第3子以降保育料免除 
・島外への障害児通学通院費用の助成 
・大学育英資金貸付額の拡大 
・仲人の復活事業 

〈主な事業内容〉 
・産業振興・環境技術会議 
・中山「棚田の村」（棚田公社）の推進 
・特色のある菊産地づくり 
・オリーブトップワンプロジェクト 
・ノリ養殖栄養塩添加技術の開発 

5,743万円 

8,201万円 

4,849万円 

平
成
24
年
度
予
算
・
意
見
を
付
け
て
可
決
 

医
療
と
 

福
祉
の
 

　
充
実
 

子
育
ち
応
援
 

産
業
 

の
 

活
性
化
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81億1,000万円 を計上 歳出 歳入 

民生費 
17億6000万 
（21.7） 

総務費 
17億2900万 
（21.3） 

衛生費 
11億7300万 
（14.5） 

教育費 
9億200万 
（11.1） 

公債費 
8億3300万 
（10.3） 

土木費 
6億4200万 
（7.9） 

土木費 
6億4200万 
（7.9） 

消防費 
3億6400万（4.5） 

繰入金 
3億7500万（4.6） 

諸収入 
1億8700万（2.3） 
使用料及び手数料 
1億8300万（2.3） 
分担金及び負担金 
8500万（1.0） 

その他 
6400万（0.8） 

地方交付税 
33億4700万（41.3） 

町債 
10億7300万 
（13.2） 

町債 
10億7300万 
（13.2） 

県支出金 
5億1500万 
（6.4） 

国庫支出金 
4億2400万（5.2） 

地方消費税交付金 
1億7100万（2.1） 

地方譲与税 
7300万（0.9） 

その他の交付金 
4100万（0.5） 

町税 
15億7200万 
（19.4） 

自主財源 
24億6600万 
（30.4） 

依存財源 
56億4400万 
（69.6） 

農林水産業費 
2億9500万（3.6） 

労働費 
5900万（0.7） 

その他 
1300万（0.2） 

商工費 
2億3000万（2.8） 

議会費 
1億1000万 
（1.4） 

（かっこ内は％、百万円未満は四捨五入） 

81億1,000万円 を計上 
小豆島の元気のために、未来にむけての島づくり 

小
豆
島
町
奨
学
資
金
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
 

 　
貸
付
す
る
金
額
を
増
や

し
、
さ
ら
に
返
還
免
除
制

度
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

貸
付
を
受
け
る
人
の
経
済

的
負
担
を
軽
く
し
、
U
タ
ー

ン
を
促
す
た
め
、
改
正
す

る
も
の
で
す
。
 

〈
学
校
教
育
課
〉
 

 
学
校
給
食
へ
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
使
用
に
よ
っ
て

材
料
コ
ス
ト
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
が
、
給
食
内
容

の
低
下
や
保
護
者
の
負
担
増
を
招
か
な
い
よ
う
創
意

工
夫
に
努
め
ら
れ
た
い
。
 

 
中
学
校
に
お
け
る
柔
道
の
必
修
化
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。
 

　
1１
件
の
予
算
議
案
を
総
務
建
設
、
教
育
民
生
の
常
任

委
員
会
に
付
託
し
て
延
べ
4
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議
し
、

次
の
よ
う
な
意
見
を
つ
け
、
賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
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〈主な事業内容〉 
・瀬戸内国際芸術祭2013（小豆島全体を会場に） 
・木下恵介監督生誕100年プロジェクト 
（巨匠木下恵介展、城山にモニュメント） 
・小豆島神戸航路プロジェクト 

〈主な事業内容〉 
・生涯学習のまちづくり 
　支援事業 
・演劇「二十四の瞳」の上演 
・太陽光発電など環境の島 
・移住交流の推進 

〈主な事業内容〉 
・光ファイバー網の整備 
（平成24年10月 
　サービス利用開始見込） 
・坂手港フェリー乗場整備 
・天狗岩遊歩道整備 
・各種防災対策 
（ハザードマップ 
　の整備等） 

7,129万円 

4,178万円 

6億9,240万円 

平
成
平
成
24
年
度
予

年
度
予
算
・
算
・
意
見
を
付
け
て
可
決

意
見
を
付
け
て
可
決
 

平
成
24
年
度
予
算
・
意
見
を
付
け
て
可
決
 

条
例
の
一
部
改
正
 

平
成
二
十
三
年
度
 

一
般
会
計
（
第
９
号
）
 

民
生
費
 

 
内
海
保
育
所
修
繕
工
事

　
他
　
1
8
9
万
6
千
円
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病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
　
7,
8
6
6
万
8
千
円
 

商
工
費
 

 
二
十
四
の
瞳
映
画
村
 

　
漁
師
の
家
改
修
補
助
金

　
　
　
　
　
5
0
4
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円
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費
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ク
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バ
ス
停
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繕
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質
問
　
信
じ
ら
れ
な
い
映

像
が
今
も
テ
レ
ビ
か
ら
流

れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
だ
が
新
内
海

ダ
ム
の
完
成
に
合
わ
せ
、

過
去
の
災
害
経
験
を
住
民

参
加
で
冊
子
を
作
る
べ
き

だ
。私

自
身
も
逃
げ
ま
ど
い

妹
も
嫁
い
で
い
た
竹
生
の

家
の
家
族
や
親
戚
の
人
が

命
を
奪
わ
れ
た
。
昭
和

49
・
51
災
害
で
68
名
の
犠

牲
者
が
で
た
。

山
陽
新
聞
に
は
１
９
３

９
年
の
昭
和
三
陸
津
波
の

経
験
を
刻
ん
で
い
た
石
碑

が
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
再
度
現
れ
た
そ
う
だ
。

過
去
の
経
験
が
生
き
る

こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い

る
。
経
験
を
後
世
に
伝
え
、

残
す
こ
と
は
何
よ
り
大
切

だ
と
思
う
が
。

質
問
　
オ
リ
ー
ブ
に
よ
る

健
康
長
寿
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
主
婦
を
入
れ
る
べ
き

だ
。小

豆
島
産
オ
リ
ー
ブ
は

値
段
が
高
く
、
低
い
外
国

産
と
言
う
事
実
は
変
わ
ら

ず
存
在
す
る
が
、
オ
リ
ー

ブ
利
用
を
徹
底
的
に
高

め
、
生
活
に
定
着
さ
せ
て

贈
り
物
や
観
光
客
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
べ
き
だ
。

島
内
飲
食
店
の
オ
リ
ー

ブ
料
理
と
推
奨
マ
ー
ク
の

導
入
は
地
元
の
業
者
や
島

民
の
方
の
声
を
聞
き
、
呼

び
か
け
、
小
豆
島
で
は
、

販
売
し
て
い
る
人
も
日
ご

ろ
使
っ
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
町
が
飲
食
店

に
対
し
て
補
助
す
る
シ
ス

テ
ム
も
必
要
で
は
。

答
弁

健
康
長
寿
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
婦
人
団
体
の

代
表
者
を
提
案
に
沿
っ
て

必
要
な
方
を
入
れ
て
い

く
。
こ
れ
か
ら
の
オ
リ
ー

ブ
を
使
っ
た
振
興
策
を
図

る
上
で
、
生
産
量
の
問
題

と
値
段
が
高
い
こ
と
が
大

き
な
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
。

生
産
過
程
、
摘
み
取
り
、

加
工
段
階
で
共
同
化
で
き

な
い
か
問
題
意
識
も
持
っ

て
い
る
。
小
豆
島
オ
リ
ー

ブ
の
生
産
量
を
増
や
す
こ

と
が
根
本
的
に
必
要
で
あ

る
。学

校
給
食
で
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
全
面
的
に
使

い
、
小
豆
島
産
は
量
が
少

な
く
価
格
も
高
い
の
で
外

国
産
を
活
用
す
る
。

島
内
飲
食
店
の
オ
リ
ー

ブ
料
理
や
推
奨
マ
ー
ク
導

入
は
観
光
客
用
と
島
民
自

ら
が
オ
リ
ー
ブ
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
健
康
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
実

施
し
て
い
く
。

答
弁
　
新
内
海
ダ
ム
の
完

成
に
合
わ
せ
て
49
年
災

害
、
51
年
災
害
の
冊
子
を

作
り
、
生
の
声
を
記
録
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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一
般
質
問

10
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

中江　　正 議員

オ
リ
ー
ブ
に

オ
リ
ー
ブ
に
よ
る
よ
る 

　
　
　
　
　
　
健
康
長
寿
の
島
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
健
康
長
寿
の
島
づ
く
り
は 

オ
リ
ー
ブ
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　
健
康
長
寿
の
島
づ
く
り
は 

町
「
島
民
自
ら
が
オ
リ
ー
ブ
を
使
い
、

健
康
に
な
る
よ
う
に
す
る
」

森　　　崇 議員

新
内
海
ダ
ム
完
成
時
に

新
内
海
ダ
ム
完
成
時
に 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
災
害
経
験
を
冊
子
に

災
害
経
験
を
冊
子
に 

新
内
海
ダ
ム
完
成
時
に 

　
　
　
　
　
　
災
害
経
験
を
冊
子
に 

町
「
ダ
ム
完
成
に
合
わ
せ
て
、
冊
子
を
作
り
た
い
」

町
「
社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル
を

き
ち
ん
と
教
え
て
い
る
」

質
問
　
今
か
ら
26
年
前
、

木
庄
地
区
に
も
「
川
飯
」

が
あ
っ
た
。
終
了
時
に

「
ゴ
ザ
に
座
る
と
菓
子
を

あ
げ
る
」
で
反
応
し
な
か

っ
た
の
で
「
ゴ
ザ
に
座
ら

な
い
と
菓
子
を
あ
げ
な

い
」
と
言
う
と
一
斉
に
反

応
し
た
。
褒
美
と
処
罰
の

違
い
は
大
き
い
と
思
う
。

当
時
木
庄
で
も
遅
刻
し

た
男
の
子
が
リ
ボ
ン
を
つ

け
ら
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
で
朝

５
時
に
学
校
の
正
門
に
い

た
。

今
日
ま
で
押
し
つ
け
教

育
が
続
い
て
い
た
の
で
は
。

答
弁
　
挨
拶
や
返
事
な
ど

社
会
的
ル
ー
ル
は
強
制
的

に
教
え
る
。
決
し
て
押
し

つ
け
で
な
く
「
し
つ
け
」

で
あ
る
。
教
育
改
革
の
た

め
、
子
ど
も
の
本
当
の
能

力
を
伸

ば
す
こ

と
が
大

切
で
あ

る
。

押
し
つ
け
教
育
が
今
も
続
い
て
い
な
い
か

押
し
つ
け
教
育
が
今
も
続
い
て
い
な
い
か 

押
し
つ
け
教
育
が
今
も
続
い
て
い
な
い
か 

日々の暮らしにもオリーブを



質
問
　
健
康
長
寿
の
島
づ

く
り
で
、
オ
リ
ー
ブ
の
活

用
・
普
及
に
本
格
的
に
取

り
組
む
に
は
、
島
産
の
オ

リ
ー
ブ
製
品
の
使
用
を
考

え
て
い
る
の
か
。
島
産
製

品
は
数
量
・
価
格
的
に
不

可
能
と
思
う
が
、
数
量
・

価
格
へ
の
補
助
金
等
の
対

応
策
は
。

答
弁

島
産
オ
リ
ー
ブ
に

は
量
的
・
価
格
の
面
か
ら

問
題
が
あ
る
。
ま
た
オ
イ

ル
は
用
途
に
よ
り
活
用
方

法
が
あ
り
、
現
実
的
に
海

外
の
オ
イ
ル
使
用
に
な

る
。
今
後
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
適
切
に
対
応
し

て
行

き
た

い
。

町
「
裁
判
の
中
で
正

当
性
を
主
張
し

て
い
く
」

質
問
　
内
海
ダ
ム
建
設
で

「
住
民
の
８
割
賛
同
に
疑

問
」と
室
工
大
教
授
の
論

文
が
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た

が
、論
文
は
ダ
ム
建
設
を

全
否
定
し
町
・
旧
町
議
会

の
批
判
と
と
れ
る
内
容
だ

が
町
の
考
え
方
、対
応
は
。

答
弁

町
民
の
多
く
が
待

ち
望
ん
で
お
り
、
記
事
に

つ
い
て
違
和
感
を
感
じ
て

い
る
。
現
在
訴
訟
中
で
あ

り
、
審
理
の
中
で
正
当
性

を
主
張
し
て
い
く
。

質
問
　
第
35
回
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
に
お
い
て
10
部

門
も
の
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

こ
の
映
画
を
更
に
全
国
の

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

な
い
か
。

答
弁

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
最
優
秀
賞
の
受
賞
は
こ

の
映
画
製
作
に
関
係
し
た

ス
タ
ッ
フ
へ
の
名
誉
だ
け

で
な
く
小
豆
島
自
身
が
受

賞
し
た
と
評
価
で
き
る
の

で
関
係
者
へ
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

映
画
の
再
上
映
に
つ
い

て
は
、
凱
旋
上
映
を
東
京
、

大
阪
、
福
岡
、
高
松
で
行

っ
て
い
た
。
小
豆
島
内
で

の
映
画
の
再
上
映
と
な
る

と
、
著
作
権
の
問
題
等
あ

り
、
か
な
り
難
し
い
と
思

う
が
、
最
近
で
は
D
V
D

も
出
て
い
る
し
、
東
京
等

で
再
映
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
そ
の
よ

う
な
機
会
に
見
て
ほ
し

い
。「

八
日
目
の
霹
」
で
大

事
な
こ
と
は
小
豆
島
が
な

ぜ
評
価
さ
れ
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

日
常
的
に
神
様
を
大
事

に
し
、
共
に
暮
ら
し
て
い

く
と
い
う
小
豆
島
の
素
晴

ら
し
さ
に
、
物
語
の
主
人

公
の
心
が
い
や
さ
れ
て
、

心
の
平
穏
を
得
ら
れ
た
こ

と
を
こ
の
映
画
で
描
い
た

と
成
島
監
督
は
何
度
も
話

し
て
い
る
。

島
の
風
景
、
人
情
、
そ

し
て
神
や
仏
と
ふ
れ
あ
う

島
の
行
事
を
守
り
続
け
て

い
く
こ
と
が
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
何
度
も
放
映
さ
れ

て
、
多
く
の
人
た
ち
に
見

て
も
ら
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
大
前
提
だ
と
思
う
。
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大川　新也 議員

オ
リ
ー
ブ
油
へ
の
切
替
の
対
応
策
は

オ
リ
ー
ブ
油
へ
の
切
替
の
対
応
策
は 
オ
リ
ー
ブ
油
へ
の
切
替
の
対
応
策
は 

浜口　　勇 議員

町
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

適
切
に
対
応
し
た
い
」

町
「
伝
統
的
な
広
報
媒
体
も
大
切
に
す
る
」

町
「
島
で
の
再
演
は
難
し
い
。

島
の
良
さ
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
」

質
問
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

備
は
、
島
の
発
展
に
十
分

期
待
で
き
る
事
業
で
あ

る
。
し
か
し
反
面
、
何
人

の
人
が
毎
日
パ
ソ
コ
ン
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。

町
民
の
多
く
は
I
T
難
民

者
で
あ
り
、
新
事
業
の
周

知
、
情
報
提
供
等
I
T
難

民
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁

小
豆
島
の
発
展

上
、
I
T
の
普
及
は
良
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

町
広
報
や
自
治
会
単
位
で

紙
媒
体
で
の
伝
達
、
朝
の

放
送
の
充
実
等
、
伝
統
的

な
広
報
媒
体
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

I
T
I
T
難
民
者
へ
の
対
応
は

難
民
者
へ
の
対
応
は
 

I
T
難
民
者
へ
の
対
応
は
 

「
新
内
海
ダ
ム
建
設

新
内
海
ダ
ム
建
設
」
 

　
　
　
　
へ
の
考
え
方
は

へ
の
考
え
方
は
 

「
新
内
海
ダ
ム
建
設
」

　
　
へ
の
考
え
方
は

アカデミー賞10冠の「八日目の霹」

爲2011年映画「八日目の霹」制作委員会

工事の進む新内海ダム

オリーブオイルの普及を



質
問
　
国
の
防
災
基
本
計

画
に
「
女
性
の
参
画
、
男

女
双
方
の
視
点
」
が
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け

公
明
党
は
昨
年
10
月
、
既

存
の
防
災
対
策
を
見
直
す

た
め
全
国
の
女
性
議
員
が

防
災
行
政
総
点
検
調
査
を

18
都
府
県
６
４
０
市
区
町

村
で
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
自

治
体
で
女
性
の
視
点
が
欠

落
し
て
い
る
実
態
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

小
豆
島
町
に
お
い
て

も
、
防
災
会
議
女
性
委
員

は
30
人
中
婦
人
会
会
長
１

人
で
あ
る
。
女
性
の
参
画
、

男
女
双
方
の
視
点
か
ら
防

災
対
策
の
充
実
強
化
を
進

め
る
た
め
に
積
極
的
に
女

性
委
員
を
増
や
す
考
え

は
。

答
弁

防
災
対
策
に
女
性

の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

中
央
防
災
会
議
の
専
門
委

員
会
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
小
豆
島
町
に
お
い
て

も
、
次
回
の
防
災
会
議
に

間
に
合
う
よ
う
に
、
次
年

度
早
速
女
性
の
委
員
を
増

や
す
対
応
を
し
た
い
。

人
数
に
つ
い
て
は
定
員

が
35
名
で
現
在
30
名
が
任

命
さ
れ
て
い
て
、
あ
と
５

名
の
枠
が
あ
る
の
で
、
提

案
の
あ
っ
た
保
健
師
と

か
、
看
護
師
な
ど
専
門
的

な
人
も
含
め
て
検
討
す
る
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
つ
い
て
は
地
区
に
よ
っ

て
か
な
り
の
違
い
が
あ

る
。
行
政
と
し
て
今
後
も

各
地
区
の
中
に
入
っ
て
い

き
、
大
変
積
極
的
に
進
め

て
い
る
所
を
紹
介
し
な
が

ら
自
主
防
災
の
話
を
進
め

て
行
き
た
い
。

質
問
　
２
月
23
日
に
、
神

浦
地
区
旧
出
水
邸
で
２
０

１
０
年
の
芸
術
家
村
招
へ

い
作
家
、
赤
坂
有
芽
さ
ん

の
作
品
展
が
あ
っ
た
。

旧
出
水
邸
・
旧
三
都
小

学
校
校
舎
・
ふ
る
さ
と
村

夢
想
館
な
ど
公
共
施
設
を

活
用
し
、
作
品
展
示
の
年

中
で
き
る
場
所
を
増
や

し
、
来
年
開
催
さ
れ
る
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
多
く
の

作
品
を
い
つ
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

答
弁

旧
出
水
邸
の
母
屋

部
分
を
赤
坂
さ
ん
の
作
品

の
専
用
展
示
ス
ペ
ー
ス
と

し
、
管
理
と
作
品
の
公
開

は
、
地
域
に
お
願
い
す
る
。

今
後
す
ば
ら
し
い
作
品

は
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
、
展
示
に
努
め
る
。

屋
外
に
あ
る
作
品
も
環
境

整
備
を
す
る
。

旧
三
都
小
学
校
校
舎
内

で
も
常
設
展
示
す
る
。
夢

想
館
な
ど
、
公
共
施
設
も

定
期
的
な
作
品
展
示
が
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

来
年
の
瀬
戸
芸
は
、
三

都
半
島
の
芸
術
家
村
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
瀬
戸
芸
の

一
環
と
し
て
位
置
付
け
、

作
品
展
開
が
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
こ
れ
ま
で
の
関
係
で
は

東
京
芸
大
の
先
生
方
と
の

打
ち
合
わ
せ
、
協
議
が
重

要
に
な
る
。

さ
ら
に
３
年
後
の
瀬
戸

芸
も
含
め
三
都
半
島
な
ら

で
は
の
形
に
し
た
い
。
残

さ
れ
た
原
風
景
を
生
か
す

こ
と
が
基
本
的
に
大
事
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
原
風

景
を
守
る
の
と
作
品
の
展

示
を
ど
う
す
る
か
、
長
い

視
点
で
考
え
て
い
く
。
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柴田　初子 議員

防
災
会
議
の
委
員
に

防
災
会
議
の
委
員
に 

　
　
　
女
性
を

　
　
　
女
性
を
登
用
登
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

す
る
こ
と
に
つ
い
て 
防
災
会
議
の
委
員
に 

　
　
　
女
性
を
登
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

町
「
女
性
委
員
の
登
用
を

増
や
す
対
応
を
し
た
い
」

森口　久士 議員

招
へ
い
作
家
の

招
へ
い
作
家
の 

　
　
　
作
品
展
示
に
対
す
る
取
り
組
み
は

　
　
　
作
品
展
示
に
対
す
る
取
り
組
み
は 

招
へ
い
作
家
の 

　
　
　
作
品
展
示
に
対
す
る
取
り
組
み
は 

町
「
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

展
示
に
努
め
て
い
く
」

女性視点の防災計画の策定を

盛況だったアートツアー

斬新なアートにふれる経験を



質
問
　
来
年
度
か
ら
中
学

校
１
・
２
年
生
は
武
道
の

柔
道
が
必
修
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
柔
道
は
過
去
28

年
間
で
１
１
４
人
死
亡
、

２
７
５
人
が
重
い
障
害
を

負
う
事
故
が
続
い
て
き

た
。
直
接
頭
を
打
た
な
く

て
も
脳
が
激
し
く
揺
さ
ぶ

ら
れ
て
起
き
る
「
加
速
損

傷
」
と
よ
ば
れ
る
症
状
が

重
大
事
故
に
多
い
。
保
護

者
は
な
ぜ
必
修
な
の
か
、

事
故
が
心
配
の
声
が
あ
る

中
、
必
修
化
の
延
期
を
含

め
、
安
全
確
保
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
を
最
優

先
に
取
り
組
む
べ
き
。

答
弁

外
部
コ
ー
チ
と
し

て
香
川
県
警
に
協
力
を
依

頼
。
安
全
に
全
力
を
尽
く

す
。

質
問

「
島
の
魅
力
を
生

か
し
た
小
豆
島
の
新
し
い

物
語
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
町
長
の
強
い
思

い
の
詰
ま
っ
た
24
年
度
の

積
極
的
予
算
案
。
病
院
の

統
合
問
題
を
は
じ
め
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

等
々
、
今
ま
で
に
な
い
大

胆
な
予
算
づ
け
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
実
現
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
役
場
の
職

員
全
員
が
意
識
を
新
た
に

持
ち
、
新
し
い
島
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
必

要
で
あ
る
が
、
考
え
は
。

答
弁

所
信
表
明
で
も
言

っ
た
が
、
ど
の
一
つ
を
と

っ
て
も
で
き
な
い
課
題
は

な
く
、
全
部
必
ず
実
現
で

き
る
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て

い
る
。
私
だ
け
で
な
く
職

員
、
議
員
、
住
民
の
皆
様

の
協
力
と
ご
尽
力
が
必
要

で
あ
る
。
今
回
の
組
織
改

正
も
、
そ
の
一
端
、
第
一

歩
で
あ
る
。

見
交
換
や
連
携
体
制
を
取

れ
る
よ
う
、
特
例
債
を
生

か
し
て
新
庁
舎
建
設
の
決

断
を
し
た
い
。
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村上　久美 議員

武
道
必
修
化
の
延
期
を
含
め

武
道
必
修
化
の
延
期
を
含
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
の
確
保
を

安
全
の
確
保
を 

武
道
必
修
化
の
延
期
を
含
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
の
確
保
を 

「
池
田
中
学
校
の
統
合
を
急
ぐ
べ
き
」

「
池
田
中
学
校
の
統
合
を
急
ぐ
べ
き
」
は 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
池
田
住
民
の
意
思
に
背
く

池
田
住
民
の
意
思
に
背
く 

「
池
田
中
学
校
の
統
合
を
急
ぐ
べ
き
」
は 

　
　
　
　
　
　
池
田
住
民
の
意
思
に
背
く 

町
「
県
警
と
も
協
力
し
、
安
全
に
全
力
を
尽
く
す
」

植松勝太郎 議員

職
員
の
意
識
を
変
え
る

職
員
の
意
識
を
変
え
る 

や
る
気
を
ど
の
よ
う
に
し
て
出
さ
せ
る
か

や
る
気
を
ど
の
よ
う
に
し
て
出
さ
せ
る
か 

職
員
の
意
識
を
変
え
る 

や
る
気
を
ど
の
よ
う
に
し
て
出
さ
せ
る
か 

町
「
す
べ
て
実
現
で
き
る
課
題
。

部
制
を
生
か
し
連
携
と
意
識
改
革
に
努
め
る
」

積
極
的
予
算
を
実
現
す
る
に
は

積
極
的
予
算
を
実
現
す
る
に
は 

　
　
　
本
庁
舎
は
絶
対
に
必
要
と
思
う
が

　
　
　
本
庁
舎
は
絶
対
に
必
要
と
思
う
が 

積
極
的
予
算
を
実
現
す
る
に
は 

　
　
　
本
庁
舎
は
絶
対
に
必
要
と
思
う
が 

町
「
特
例
債
を
生
か
し
、

新
庁
舎
建
設
の
決
断
を
し
た
い
」

町
「
生
徒
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境
を
整
備
す
べ
き
」

質
問
　
池
田
中
学
校
の
統

合
は
「
強
引
に
進
め
な
い
」

と
し
て
き
た
が
、「
統
合

を
急
ぐ
べ
き
」
と
表
明
。

池
田
地
域
は
連
携
教
育
に

よ
る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
・

小
中
学
校
の
合
同
運
動
会

が
子
ど
も
達
の
成
長
を
促

す
教
育
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
活
力
だ
。
池
中
は

県
下
に
ひ
け
を
と
ら
な
い

学
力
向
上
の
実
績
、
陸
上

部
の
活
躍
は
生
徒
達
の
大

き
な
自
信
と
成
長
に
な
っ

て
い
る
。「
統
合
を
急
ぐ

べ
き
」
と
の
考
え
を
改
め

る
べ
き
。

答
弁

で
き
る
だ
け
早
く

統
合
し
、
切
磋
琢
磨
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

だ
。

町
「
同
和
対
策
は
必

要
」

質
問
　
同
和
施
策
は
法
が

失
効
後
も
事
業
の
名
称
を

変
え
て
今
な
お
継
続
。
不

公
正
な
同
和
施
策
は
県
包

括
外
部
監
査
の
再
検
討
の

指
摘
に
沿
っ
て
き
っ
ぱ
り

や
め
、
医
療
や
福
祉
の
充

実
に
充
て
る
べ
き
。

答
弁

同
和
に
対
す
る
対

策
は
必
要
で
あ
る
。

不
公
正
な
同
和
行
政
は

不
公
正
な
同
和
行
政
は
 

　
　
　
　

　
　
　
　
終
結
す
べ
き

終
結
す
べ
き
 

不
公
正
な
同
和
行
政
は

　
　
　
　
終
結
す
べ
き

質
問
　
常
に
顔
を
合
わ
せ

て
意
見
を
交
換
で
き
る
本

庁
舎
を
合
併
特
例
債
を
生

か
し
て
建
設
し
て
は
。

答
弁

庁
舎
は
首
長
が
陣

頭
指
揮
を
と
り
、
災
害
に

対
応
で
き
る
庁
舎
や
、
意

住民の意思を示す立看板

こ
れ
ま
で
の
殻
を
破

り
、
今
回
の
部
制
を
生
か

し
、
連
携
と
意
識
改
革
に

努
め
る
。

新聞折込で配布されたチラシ



質
問
　
年
金
生
活
者
の
暮

ら
し
破
壊
に
な
る
介
護
保

険
料
の
大
幅
引
き
上
げ
は

や
め
、
国
に
負
担
増
を
求

め
る
べ
き
だ
。

答
弁

基
金
取
り
崩
し
な

ど
、
保
険
料
の
上
昇
を
緩

和
、
基
準
月
額
４,
５
６

０
円
は
県
平
均
５,
２
０

０
円
よ
り
低
い
。
国
庫
負

担
引
き
上
げ
は
要
望
し
た

い
。町

「
抜
本
的
に
見
直

す
」

質
問
　
社
会
福
祉
協
議
会

の
機
能
拡
大
を
段
階
的
に

図
る
と
は
、
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
週
２
回

に
増
や
す
計
画
だ
が
、
現

在
週
１
回
で
も
、
民
生
委

員
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
実
態
が
あ
り
、
改

善
が
必
要
だ
。

答
弁

社
会
福
祉
協
議
会

が
地
域
福
祉
の
担
い
手
に

な
る
た
め
に
、
人
員
の
確

保
か
ら
体
制
を
抜
本
的
に

自
治
会
館
な
ど
の
町
所
有

以
外
の
施
設
は
、
収
容
人

数
は
把
握
し
て
い
る
が
、

建
築
年
数
は
把
握
し
て
い

な
い
。
確
認
の
上
、
耐
震

診
断
等
に
つ
い
て
今
後
の

取
り
組
み
方
を
自
治
会
等

と
協
議
し
て
い
く
。

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

等
の
施
設
は
昭
和
57
年
以

降
の
建
物
な
の
で
、
建
築

基
準
の
上
で
の
強
度
は
満

た
し
て
い
る
と
言
え
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
色
々
な
こ
と
で
使
っ

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
耐
震
に
つ

い
て
は
今
後
十
分
確
認
し

て
い
く
。
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鍋谷真由美 議員

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
や
め
よ

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
や
め
よ 
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
や
め
よ 

町
「
上
昇
幅
は
緩
和
さ
せ
て
い
る
」

藤本　傳夫 議員

避
難
場
所
の
耐
震
性
は

避
難
場
所
の
耐
震
性
は 

避
難
場
所
の
耐
震
性
は 

町
「
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
　
　

今
後
計
画
的
に
実
施
す
る
」

配
食
サ
ー
ビ
ス
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
の 

　
　
　
　

　
　
　
　
改
善
を

改
善
を 

配
食
サ
ー
ビ
ス
の 

　
　
　
　
改
善
を 

病
院
統
合
で
地
域
医
療
は
守
れ
る
の
か

病
院
統
合
で
地
域
医
療
は
守
れ
る
の
か 

病
院
統
合
で
地
域
医
療
は
守
れ
る
の
か 

町
「
県
の
医
療
関
係
者
か
ら
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
」

質
問
　
町
民
へ
の
影
響
が

大
変
大
き
い
内
海
病
院
の

統
合
を
、
場
所
も
明
ら
か

に
せ
ず
説
明
が
不
十
分
な

ま
ま
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
拙

速
に
進
め
て
い
る
の
は
問

題
だ
。

答
弁

私
が
申
し
上
げ
て

る
の
で
は
な
く
、
香
川
県

の
医
療
を
担
う
中
枢
の
人

た
ち
全
員
の
意
見
が
一
致

し
て
、
小
豆
島
の
病
院
を

統
合
す
る
こ
と
で
必
要
な

医
療
の
確
保
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
提
案
。
そ
れ
に
こ

た
え
て
一
日
も
早
く
新
し

い
病
院
を
つ
く
り
、
必
要

な
医
療
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

質
問
　
小
豆
島
町
内
の
各

自
治
会
単
位
で
避
難
場
所

を
指
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
施
設
の
耐
震
検
査
等
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

自
治
会
の
施
設
や
町
の

施
設
等
色
々
あ
る
が
、
建

築
年
数
や
収
容
人
数
等
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
、

武
道
場
、
旧
三
都
小
学
校

の
校
舎
や
体
育
館
、
旧
福

田
小
学
校
の
体
育
館
の
強

度
の
現
状
は
。

答
弁

現
在
、
本
町
の
施

設
で
耐
震
診
断
が
終
了

し
、
耐
震
改
修
を
実
施
し

て
い
る
施
設
は
、
学
校
等

の
教
育
施
設
と
公
営
住
宅

等
だ
け
で
あ
る
。
公
民
館

な
ど
そ
れ
以
外
の
施
設
に

お
い
て
は
、
耐
震
診
断
が

必
要
な
施
設
が
い
く
つ
か

あ
る
の
で
、
今
後
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、

見
直
す
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
今
の
延
長
線
上
で
は

な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
検
討
す

る
。

地域医療を守ろう

公共施設の耐震性は大丈夫か



99 22

議会だより　平成24年５月１日

小 学 生  議会 
小豆島町 

小 学 生  議会 
小 学 生  議会 
池田小学校の児童が 

まちの議員に まちの議員に 

　
1
月
2
7
日
、
池
田
小

学
校
の
児
童
10
人
が
「
議

員
」
と
な
り
、
町
政
の
課

題
や
学
校
生
活
を
通
じ
て

感
じ
た
事
柄
な
ど
を
質
問

す
る
「
小
学
生
議
会
」
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
な
ら

で
は
の
鋭
い
視
点
か
ら
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

（
質
問
は
一
部
抜
粋
）
 

藤原亜耶奈 議員 木村　七海 議員 

山本みなみ 議員 坂田　拓人 議員 

大西　結菜 議員 久保　茂史 議員 

岡田　柚華 議員 岡田　紗宝 議員 

藤田　真由 議員 中西　　愛 議員 

　
暑
い
日
寒
い
日
に
も
勉

強
に
集
中
で
き
る
よ
う
、

教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
。
 

　
お
年
寄
り
の
こ
と
を
考

え
た
取
り
組
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
 

　
お
年
寄
り
と
も
一
緒
に

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
ほ
し
い
で
す
。
 

　
お
年
寄
り
の
方
も
利
用

し
や
す
い
交
通
手
段
の
整

備
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

　
中
学
校
の
統
合
問
題
の

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。
 

　
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

あ
と
、
小
豆
島
町
の
財
政

状
況
が
大
変
で
あ
る
な
ら

無
駄
を
減
ら
す
工
夫
が
必

要
な
の
で
は
。
 

　
小
豆
島
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
が
入
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

　
足
を
け
が
し
た
り
し
た

人
の
た
め
に
も
、
小
学
校

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
。
 

　
池
田
地
区
に
町
立
図
書

館
を
建
て
て
ほ
し
い
で
す
。
 

　
4
年
生
か
ら
6
年
生
で

も
放
課
後
過
ご
せ
る
よ
う

な
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
う
の
で
す
が
。
 

答
弁
　
図
書
館
を
建
て
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
町
立
図
書
館
に
あ
る
本

を
検
索
し
、
予
約
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
4

年
生
以
上
の
児
童
で
も
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
一
度

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

 

答
弁
　
も
っ
と
大
き
な
地

震
が
来
た
場
合
の
新
し
い

マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
財
政
に
つ

い
て
は
無
駄
を
減
ら
す
努

力
は
し
つ
つ
、
や
る
べ
き

こ
と
に
お
金
を
使
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁
　
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
統
合
を
考
え
て
い

ま
す
。
 

答
弁
　
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
は
今
年
の
夏
に
は
整
備

を
し
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
他
の
施
設

に
つ
け
て
か
ら
計
画
的
に

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

ななみ 

たくと 

しげふみ ゆいな 

ゆずは 

あい ま ゆ 

さ ほ 

あ や な 

答
弁
　
地
域
に
住
む
人
々

の
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

お
年
寄
り
が
暮
ら
し
や
す

い
町
を
作
っ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
を
作
る
の
は
難

し
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
の

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
う
機

会
を
作
っ

て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ

う
か
。
 

答
弁
　
今
年

度
中
に
は
整

備
さ
れ
る
予

定
で
す
。
 

答
弁
　
元
気
な
お
年
寄
り

の
方
々
で
チ
ー
ム
を
作
り
、

車
を
計
画
的
に
配
車
し
、

ド
ア
ツ
ー
ド

ア
で
行
き
た

い
と
こ
ろ
に

行
け
る
よ
う

に
し
た
い
。
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力 

室
生
は
、
元
気
が
い
い
で
す
ね
！ 

八
　
木
　
英
　
機 

（
室
生
自
治
会
会
長
） 

安田子ども剣道 

　
あ
る
地
区
の
方
に

「
室
生
に
は
、
ふ
る

さ
と
村
が
あ
り
、
元

気
が
あ
っ
て
い
い
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
た
。 

　
室
生
で
は
、
夏
祭

り
、
秋
祭
り
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
若

者
た
ち
が
そ
の
活
動

の
中
心
に
あ
り
、
ま

た
、
老
人
た
ち
は
、

毎
月
１
回
の
奉
仕
作

業
で
汗
を
流
し
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
等
々
、
他
の
地
区
に
は
な
い

交
流
と
活
動
の
場
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
元
気
の
源
だ
と

思
い
ま
す
。 

　
過
去
を
振
り
返
れ
ば
、
葉

た
ば
こ
、
青
り
ん
ご
、
か
ん

き
つ
、
す
も
も
、
菊
等
々
、

そ
の
時
代
に
合
っ
た
「
も
の

つ
く
り
」
で
室
生
の
繁
栄
を

支
え
て
き
ま
し
た
。 

　
元
気
な
室
生
に
も
、
経
済

基
盤
が
必
要
で
す
。
他
人
の

知
恵
に
頼
ら
ず
、
住
民
・
行
政
・

議
員
・
企
業
家
・
農
協
…
お

互
い
が
連
携
を
と
り
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら

模
索
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

　
今
は
、
法
律
中
心

の
世
で
す
。
私
た
ち

の
小
さ
い
と
き
に
は

「
エ
ン
マ
さ
ま
」
と 

「
お
て
ん
と
う
さ
ま
」

が
い
ま
し
た
。
昔
い

た
「
エ
ン
マ
さ
ま
」

と
「
お
て
ん
と
う
さ

ま
」
を
呼
び
戻
し
、

さ
ら
に
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
「
エ
ン
マ
さ
ま
」
と
「
お

て
ん
と
う
さ
ま
」
が
い
る
こ
と
を

教
え
た
い
も
の
で
す
。 

 

　いよいよわが国固有の文化である武道が、
本年度より中学校では必修となります。 
　武道の精神が今の日本に必要と再確認され
た現在、安田子ども剣道は、永きにわたり「礼
儀正しい子」「苦しさに耐え頑張りぬく子」「意
志が強く、集中力のある子」の育成を目指し
てきました。 
　一番に基本を大切に、地道な練習を重ね、
そして次に楽しく。中学、高校へと豆剣士た
ちが大きく飛躍することを目標としています。 
　現在、男子7名、女子5名の団員は、毎週木曜、
日曜日、安田小学校体育館にて練習に励んで
います。 
　厳しい暑さ、寒さに身も引き締まり、すき

ま風も心地よい…レトロな安田小学校体育館
に響く、日本男子、大和なでしこの元気な声、
凛々しい姿。ちょっと覗いて、古き良き時代
にタイムスリップしてみませんか？ 

力 

島
の
２
つ
の
公
立
病
院

の
統
合
話
が
進
ん
で
い
ま

す
。
島
は
全
国
的
に
見
て

も
高
齢
化
率
が
非
常
に
高

く
、
医
師
、
看
護
師
不
足

も
深
刻
な
状
態
で
す
。
島

民
の
心
配
事
が
現
実
化
す

る
中
、
島
の
将
来
を
深
く

考
え
る
事
で
希
望
が
生
ま

れ
ま
す
。
国
や
県
の
全
面

的
な
協
力
を
得
て
進
め
て

い
る
病
院
再
編
に
期
待
を

持
っ
て
い
ま
す
。

島
民
の
皆
様
の
ご
協

力
、
ご
理
解
こ
そ
大
切
で

あ
り
、
私
た
ち
議
員
は
今

ま
で
以
上
に
率
直
な
声
を

聞
い
て
命
と
健
康
を
守
っ

て
い
く
決
意
を
固
め
て
い

ま
す
。
学
校
問
題
も
ご
意

見
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
工
事
が
進
ん
で
い

る
新
内
海
ダ
ム
は
来
年
に

は
完
成
し
ま
す
。「
災
害

の
な
い
水
の
豊
か
な
小
豆

島
・
観
光
小
豆
島
」
を
考

え
る
と
す
べ
て
私
た
ち
の

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
は
計

り
知
れ
ず
、
避
難
訓
練
や

電
力
問
題
が
今
、
議
論
さ

れ
、
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
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